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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
太田 哲也

お客様へ常に安心・安全・満足をお届けする
旭ポリスライダーは、創業以来受け継いできた「ものつくりへの情熱」を原点に、世界市場で
競争力を発揮するメーカーとして「徹底した生産性向上」「最新技術の開発」「新規事業の立
ち上げ」を経営の柱とし、全社一丸となって売上高100億円企業への成長を達成することを宣
言します。

2030年に売上高100億円達成を通過点とし、2034年売上高
200億円達成のため、年率20%の成長を目指します。

• 生産能力ＵＰのためスペースの拡大が必要
• 地方都市の労働人口減少の中での従業員確保
• 新規事業の迅速な立上げ
• 開発技術の社会実装化の早期実現

岡山久世工場

〇本社所在地：大阪府大阪市北区

〇事業概要：医療器具の開発・製造・販

売・輸出、プラスチック製品の開発・

製造・販売・輸出

〇常時使用する従業員：239名

（2025年11月時点）

〇現在の売上高：83億円

（2025年8月期）

〇法人番号：2120001051078

〇Web：https://www.aps-inc.co.jp/

株式会社旭ポリスライダー（製造業）

• 社長直轄のプロジェクト推進体制の構築
• 専門人材を引き付けるための採用戦略の推進、新組織立

ち上げによる新規役職ポストの設置
• 協力企業や提携大学・研究機関およびスタートアップ連

携プロジェクトの立ち上げ

• 新工場建設による生産拠点拡大
• 魅力的な報酬、福利厚生制度の充実により従業員満足度

を上げるとともに、積極的な募集採用に注力
• 新工場建設及び生産ラインの早期立ち上げと新市場への

営業アプローチの強化
• 各種アカデミック機関との共同研究を加速、進化させ、

基礎技術を新たな事業の種へと育てる
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